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発表の流れ

•社会科学データの公開
•社会科学データの特徴

•海外と日本の現状

•人社データインフラ事業による研究データ環境
の整備
•事業の目的と内容
✓総合的データカタログ

✓オンライン分析システム

✓拠点機関のアーカイブ機能強化

•制限公開対応の必要性
•機関リポジトリへの応用
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社会科学データの公開

•社会科学データの特徴
•人間の営みや社会事象を把握するために人々の意識、
行動を調査
•個票データとして管理される

•プライバシ情報が含まれるデータのため、慎重な取り扱いが
必要

•社会調査データアーカイブを通じたデータ共有
• 1960年代から、調査データは公共財として認識

•二次分析が可能な形でデータを提供
• プライバシ情報の秘匿処理

• 分野独特のデータ共有方法

→利用申請を通じて、条件を満たした利用者にデータ提供
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社会科学データの共有

•海外の最新動向
•オープンサイエンスの進展
•ジャーナル投稿や研究資金獲得時に推奨

•共有されたデータを用いた「二次分析」が一般化

→研究データ提供・利用共有の活発化

•デジタル情報インフラの整備
•データアーカイブのデジタル化

•利用申請システムの導入
• 紙申請、郵送提供からオンライン申請システムへ

• 利用者判断のために認証フェデレーションの利用

•研究データの再利用促進のためのインフラ整備

•データカタログ

•オンライン分析システム
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社会科学データの共有

•日本の現状
•研究機関を通じて研究データの共有が行われているが、
情報インフラの整備が遅れている
•データアーカイブのデジタル化対応の遅れ
•情報発信の遅れ、海外研究者との共同研究機会の喪失

→人社系データインフラの遅れに対する危機感
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人文学・社会科学データインフラストラクチャー

構築推進事業(人社データインフラ事業)
• 日本学術振興会による事業

• 2018年度から2022年度の5年間で

✓ 研究機関に研究データの整備を委託

✓ 研究データ再利用促進のためのインフラ整備
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人文学・社会科学
データインフラストラクチャー構築推進事業
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•研究データ再利用促進のためのインフラの開
発・整備
•人社データカタログ
•オンライン分析システム

•研究データ公開ガイドラインの整備・周知
→研究データ共有のためのシステム整備

•研究データの収集、アーカイブ機能強化
•メタデータの作成、多言語化
•研究データ公開支援
→共有される研究データの整備

拠点機関

中核



人社データカタログ

日本の人文学社会科学データの公開サイト
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人社
データカタログ

検索

海外のデータ
検索サイト

2021年4月 一般公開

国際標準メタデータ
DDIによるメタデー
タ自動収集機能

JGSS研究センター

纂所

JGSS研究センターJGSS研究センター

JGSS研究センター



人社データカタログ
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トピック、アクセス制限、
データタイプ等で絞り込み可能

検索内容に応じて、各機関の最新情
報をもとに研究データが検索できる

→詳細情報から公開サイトにアクセス可

ファセット検索



オンライン分析システム
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JupyterHub
Webブラウザ上から、学認を
使ってアクセス
・研究データ、分析プログラムを
アップロードが可能
・R、Pythonを用いたデータ分析
が可能

2022年一般公開

オンライン
分析システム

データ
リポジトリ

データ

プログラム

データ

連携
（認証あり）

利用者

・リポジトリから
ダイレクトに分析可能



拠点機関のアーカイブ機能強化

社会科学拠点機関の状況

•独自のインフラを持たずに運用したい
•少人数による運営、インフラを整備する人員がいない

•外部システムと連携して利用促進を行いたい
•データカタログ、オンライン分析システムとの連携

•利用者審査を行った上でデータを提供したい
•利用資格、利用目的の制限

機関リポジトリサービスJAIRO Cloudの利用



クラウド型サービスによる運用

•研究成果を公開するデータ
ベース機能を提供するクラ
ウドサービス

•主に大学図書館が博士論文
や研究紀要を公開するため
に利用

•今年10月から論文だけで
なく研究データを取り扱う
ことが可能
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研究データインフラとの連携
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JGSS研究センター

人社
データカタログ

纂所

JGSS研究センター

JGSS研究センター

JGSS研究センター

JAIRO Cloud
の仕組みを
使って構築

オンライン
分析システム

データ

プログラム

データ

プログラム

連携
（認証あり）

３拠点機関が
WEKOを利用



利用申請システムの実装
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• 拠点機関 大阪商業大学 JGSS研究センターとの
共同開発で、利用申請システムを実装

利用申請画面データ概要画面



人社データインフラ事業では…
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•研究データ再利用促進のためのインフラの整備
•人社データカタログ
•オンライン分析システム

•拠点機関のアーカイブ機能の強化
•機関リポジトリサービスJAIRO Cloudの利用
•クラウド型サービス利用によるシステム運用コストの軽減
•人社データカタログ、オンライン分析システムとの連携
•利用申請システムによる条件付きデータ提供への対応

社会科学分野だけでなく、他分野の
研究データの公開のためには必要な機能
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制限公開対応の必要性

•制限公開：条件を満たした利用者にのみデータを提供
•データ公開が促進される一方で、機密保持の観点から公開
になじまないデータもある
•研究データ公開ポリシーが制定されていく中で、制限公開
によるデータ提供が増えることが予想される
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うちのデータは学
術利用に限定して
提供したい

利用規約を守って
データを利用する人
かどうかを確認して
から提供したい

制限公開の例



制限公開の必要性

池内有為，林和弘, 赤池伸一「研究データ公開と論文のオープンアクセス
に関する実態調査」, NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.268, 文部科学省科学
技術・学術政策研究所.DOI: http://doi.org/10.15108/rm268 より引用

科学技術専門家ネットワーク構成員への調査

http://doi.org/10.15108/rm268


制限公開対応の必要性

→社会科学分野だけでなく、他の分野でも研究データ公
開のためには制限公開に対するニーズは大きい
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Re3dataに登録されたリポジトリにおけるデータへのアクセス方法

Re3data(https://www.re3data.org/)  2019年12月15日現在
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自然科学以外の
分野は、約半数
のリポジトリが
制限公開に対応



多様な制限公開方法への対応

•国内の研究機関の制限公開データの提供フローを類型
化し、4つのフローを見出した。

A. ユーザー認証： アカウントによるログインで可否を判断
B. データの利用登録： 利用規約を遵守させることを目的に利用
C. 機関への利用申請： 利用者を厳密に審査するために用いられる
D. データ所有者への利用申請：

データ所有者が自分たちのデータを知的財産として
管理する必要がある場合に行われる



機関リポジトリへの応用
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機関リポジトリで制限公開機能の運用
• エビデンスデータの運用

• 誤用を防ぐため、利用目的を制限したいデータ
• 一部機密情報を含むエビデンスデータ

• 制限公開機能を利用したデータ提供
• 学内研究プロジェクトによる利用
• 紙申請による利用申請フローの電子化

→機関リポジトリで制限公開によるデータ提供を可能と
することで、一般公開が難しい研究データの公開を促進
する



まとめ
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研究データの公開で相談したいことがあれば
NII RCOSにご連絡ください！

・人社データインフラ事業で社会科学研究データの再利
用を促進するインフラが整備されている

・機関リポジトリサービスJAIRO Cloudは社会科学デー
タのリポジトリとして活用される

・JAIRO Cloudに制限公開機能を実装することで、一般公
開が難しい研究データの再利用を促進する
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本発表の一部は、JSPS 人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業 JPJS00220180001，
JPJS00218077184の成果です

研究データの公開で相談したいことがあれば
NII RCOSにご連絡ください！

asaoka@nii.ac.jp

https://rcos.nii.ac.jp/


